
















研究目的 

 1984 年に,古庄らにより,γ－グロブリンの大量経静脈的投与が,川崎病の冠動脈病変の

発生頻度を低下させるとの報告がなされた。 

 我々のこの研究班においては,古庄らの報告に基づき,γ－グロブリンが真に有効である

が,大量投与が必要であるのか,冠動脈障害の予防効果があるのか,治療効果があるのか,γ

－グロブリンの種類による差があるのか,などの問題を検討するために本研究を行った。 

 先に本研究斑が行ったγ－グロブリン 100 ㎎/kg1 回投与法においては,アスピリン単独

投与群との間に差が認められないという事実から,本研究においてはγ－グロブリン

100mg/kg/日連日 5日間投与を行った。今回はこの結果について報告する。 


